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第459空輸中隊はこのほど、UH-1Nヒューイ２機に新たに救助活動用ホイス

ト（ワイヤーを使用した吊り下げ・吊り上げ救助装置）を装備し、関東地域に

おける空からの救難救助体制を強化した。 

 

「ホイストを使えば、ヘリが着陸できない現場へも行くことができる。人を山の

斜面から引き上げることから、物資にダメージを与えずに建物の屋上に届け

ることまで可能となり、これまで限られていた能力を大幅に広めた」と第４５９

空輸中隊特殊任務飛行班のニコラス・ポー軍曹はコメントした。 

 

特殊任務飛行班の隊員は、ホイストを使用するための初期認定を取得した

後も、技術を維持するために訓練を継続しなくてはならない。ホイスト導入前

の第４５９空輸中隊特殊任務飛行班の隊員のほとんどは、ホイストを使用す

ることがなかったので、訓練を積み、技術を維持することが必要だ。 

 

再認定を下すため、カークランド空軍基地第５１２救難中隊（ミネソタ州）と

フェアチャイルド空軍基地第３６救難中隊（ワシントン州）から特殊任務飛行班の指導官が横田基地に出向し、第４５９空輸中隊のフ

ライト・エンジニアたちを訓練した。再認定取得の過程では、指導官監督のもと、ホイストを使った救助作戦の演習が昼夜実施され

た。 

 

「ホイスト訓練は、『ハイハイ、歩く、走る』イメージの３段階式に行われる。初めは、器材について一部終始を学ぶ。次の段階では、

指導官の監督の下、日中にホイストを使った運用演習を行う。最終段階では、実際に暗視ゴーグルを用いて夜間にホイストを使う実

地練習を行う」と第５１２救難中隊特殊任務飛行班のUH-1パイロットのロバート・コノウィックス大尉は話した。 

 

横田のUH-1Nフライトエンジニアたちは、再認定取得の過程では、これまで

行ってきた訓練のシナリオ、捜索救助活動の経験が役立ったと述べた。 

 

 「航空機に新たな能力が与えられただけでなく、ホイストを横田に導入した

ことにより、我々、フライトエンジニアが今まで、本国の基地や戦地で経験し

てきた救難救助活動を横田で実践する機会を得たことはとても幸運だ。再

認定取得は、これまでの任務地と初期の訓練の経験により技術的な磨きを

かけ、実践できるよう役立っている」と第３７４運用群特殊任務飛行班のマイ

ケル・ライト技能軍曹は語った。 

 

ホイストがなかった頃は、狭いエリアでの救助活動は困難だったが、第４５９

空輸中隊は関東地域で幅広い捜索救助活動を行うことが可能となった。航

空機に新たな戦力が導入されたことによって、フライトエンジニアたちは不

測の事態に備え、ホイストの訓練と経験を積み重ねている。 

 

ホイストを使った救助訓練を行う第４５９空輸中隊の隊員たち 
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ホイストを使って隊員をUH-1ヒューイに引き上げる訓練の様子 


